
山口県土木工事施工管理基準（平成２０年） 改訂表 

【平成２７年３月３日取りまとめ】 

【山口県土木工事施工管理基準】 

●語句の修正（Ｐ３） （修正前：認定書 → 修正後：認定証） 

工

種 

種

別 

試 験 

区 分 
試  験  項  目 試 験 方 法 試験基準 備   考 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

舗

装 

材

料 

必 須 「土木施工管理基準」の全項目 「土木施工管理基準」による 事前審査 認定証の提出 

その他 「土木施工管理基準」の全項目 「土木施工管理基準」による 事前審査 認定証の提出 

プ

ラ

ン

ト 
必 須 

配合試験 舗装試験法便覧 事前審査 認定証の提出 

混合物のアスファルト量抽出、粒度分析試験 舗装試験法便覧 事前審査 プラントの自主管理 

温度測定 アスファルト  事前審査 プラントの自主管理 

混合物 

基準密度の決定 

 

舗装試験法便覧 事前審査 認定証の提出 

 

 

【出来形管理】 

●項目の追加・削除（Ｐ１－３０、３４，３６，１１０，１１２、１６８） 

  管理基準Ｐ 編・章・節・条 工  種 内     容 

項目削除 １－３０ １共通 ３無筋・鉄筋

コンクリート 

７鉄筋工４ 

組立て 摘  要：当面の間、実施しない。実施時期は別途通知する 

項目追記 １－３４ 

１－３６ 

３共通 ２一般 

３共通的工種 10、11 

立入防止柵 

ガードレール 

ガードケーブル 

測定項目：土中用支柱の根入長 

規格値 ：±100mm 

測定基準：総延長 40ｍ以上の土中用防護柵の全支柱 

項目追記 １－１１０ ３共通 ３共通 

４道路関係３４ 

落橋防止装置工 測定項目：アンカーボルトの定着長 

規格値 ：－20mm 又は－１Ｄの内小さい値 

摘  要：超音波探傷を用いて全数測定 

項目追記 １－１１２ ６河川 １築堤 

５法覆護岸工１ 

吸出防止材 測定項目：重ね幅 

規格値 ：10ｃｍ以上（カタログ等において別途重ね幅が定められている場合は、

それを確保すること） 

測定基準：施工延長 20m につき１箇所、延長 20m 以下のものは 1 施工箇所につ

き 1 箇所 
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摘  要：河川の上流側のシートを流水上面にすること。 

項目追記 １－１６８ １０道路  

１４情報ボックス３

情報ボックス３ 

管路工 

（管路部） 

測定項目：延長Ｌ 

規格値 ：－200 

測定基準：ハンドホール間毎 

抱き基礎 測定項目：上幅Ｗ１、下幅Ｗ２ 

規格値 ：－50 

測定基準：施工延長 40ｍにつき１箇所 

測定項目：深さｈ 

規格値 ：－30 

測定基準：施工延長 40m につき１箇所 

 

 

【品質管理】 

●取扱の変更（Ｐ２－７） （変更前：構造物の重要度と工事の規模に応じて２０～１５０㎥ごとに１回 → 変更後：鉄筋コンクリートについては、１日当

たりコンクリート種別ごとの使用量によらず、２回／日（午前１回、午後１回）） 

工  種 
種

別 

試験 

区分 
試 験 項 目 内     容 

セ メ ン ト ・ 

コンクリート 

施

工 

必須 スランプ試験 

 

試験基準：・荷卸し時 

無筋コンクリートについては、1 回／日、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。鉄

筋コンクリートについては、１日当たりコンクリート種別ごとの使用量によらず、2 回

／日（午前１回、午後１回）、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。ただし、道路橋

鉄筋コンクリート床版にレディーミクストコンクリートを用いる場合は原則として全車

測定を行う。 

・道路橋床版の場合、全車試験を行うが、スランプ試験の結果が安定し良好な場合はそ

の後スランプ試験の頻度について監督職員と協議し低減することができる。 

コンクリートの圧縮

強度試験 

 

試験基準：・荷卸し時 

無筋コンクリートについては、1 回／日、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。鉄

筋コンクリートについては、１日当たりコンクリート種別ごとの使用量によらず、２回

／日（午前１回、午後１回）、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。なお、テストピ

ースは打設場所で採取し、1 回につき 6 本（σ7･･･3 本、σ28･･･3 本）とする。（早強セ

メントを使用する場合には、必要に応じてσ3･･･3 本についても採取する。 
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空気量測定 試験基準：・荷卸し時 

無筋コンクリートについては、1 回／日、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。鉄

筋コンクリートについては、１日当たりコンクリート種別ごとの使用量によらず、2 回

／日（午前１回、午後１回）、及び荷卸し時に品質変化が認められた時。 

 

●語句の追加・削除（Ｐ２－９） 

【削除】 平成１９年４月２日付平１９技術管理第６号「土木コンクリート構造物の品質確保について（通知）」参照。 

【追加】 圧縮強度試験は監督職員の立会のうえ実施するものとする。 

工  種 
種

別 

試験 

区分 
試 験 項 目 内     容 

セ メ ン ト ・ 

コンクリート 

施

工 

必須 ひび割れ調査 

テストハンマーによ

る強度推定試験 

摘  要：平成１９年４月２日付平１９技術管理第６号「土木コンクリート構造物の品質確保につ

いて（通知）」参照。 

監督職員等の立会の頻度は３０％程度とする。 

そ の

他 

コアーによる強度試

験 

摘  要：コアー採取位置、供試体の抜き取り寸法等の決定に際しては、設置された鉄筋を損傷さ

せないよう十分な検討を行う。 

圧縮強度試験は監督職員の立会のうえ実施するものとする。 

圧縮強度試験の平均強度が所定の強度が得られない場合、もしくは１ヵ所の強度が設計

強度の８５％を下回った場合は、監督職員と協議するものとする。 

 

 

【写真管理】 

●項目の追加（Ｐ３－１２、２７） 

  管理基準Ｐ 編・章・節・条 工  種 内     容 

項目追記 ３－１２ ３共通 ２一般 

３共通的工種 10、11 

防止柵工 

路側防護柵工 

撮影項目：根入れ長 

撮影頻度：対象防護柵の支柱全本数［建込前から建込完了まで（写真若しくはビ

デオ）］ 

項目追記 ３－２７ ６河川 １築堤 

５法覆護岸工１ 

吸出防止材 撮影項目：重ね幅 

撮影頻度：20ｍ又は 1 施工個所に 1 回［施工後］ 

 

 

【その他】 

●語句の修正（Ｐ４－３０） 様式管－２９塗装膜厚測定成績表別紙を修正する。（修正前：標準偏差 → 修正後：目標塗装膜厚） 
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様式管－29 別　紙

測定時点    μm

判定
  N

平均値 Ｘ＝ Σｘi ＝ μm 標準偏差Ｓ＝ 目標塗装膜厚×0.2＝
 i=1

N  平均値Ｘ＝ 目標塗装膜厚×0.9＝

標準偏差　Ｓ＝　　　     Σ（Ｘ-Ｘi） μm
i=1 ５点平均値

の最小値
＝ 目標塗装膜厚×0.7＝

ヒストグラム

目標塗装膜厚

平均値Ｘおよび標準偏差Ｓ

度数分布
膜厚Ｘiのクラス 中央値 チェック 度数Ｆi

塗装膜厚測定成績表

ロット番号
主 任 技 術 者 　　　　　　　　　印

施工管理担当者 　　　　　　　　　印

1 

N 

N-1 
1 2 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

膜　厚　（Xｉ）

度
　
数
　
（Ｆ

ｉ）
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